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          年間学校評価のまとめ（四者比較） 

日頃より本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 
以下は、今年度の年間総括としての学校評価のまとめとなります。 
今後も児童・保護者・地域の皆様のご意見を取り入れながら、よりよい教育環境づくりを進め

てまいります。ご意見・ご感想などがございましたら、ぜひお寄せください。 

 

1. 評価の傾向（肯定的評価「４」「３」の割合） 
評価項目 保護者 児童 教職員 学校関係者 

教育方針・目標の理解 96.7% 100.0% 100.0% 100.0% 

授業づくりの工夫 90.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

学校生活の充実 96.7% 100.0% 100.0% 87.5% 

道徳・心の教育 86.7% 100.0% 100.0% 100.0% 

安全管理 93.3% 96.9% 100.0% 100.0% 

児童理解 83.3% 87.5% 100.0% 100.0% 

家庭学習 83.3% 96.7% 100.0%  

働き方改革 86.7%  90.9% 100.0% 

情報発信 96.7%  100.0% 100.0% 

教育相談 81.1% 92.6% 100.0% 100.0% 

いじめ・問題対応 70.0% 93.8% 100.0%  

 

2. 要点と考察 
• 全体的に肯定的評価が高く、学校の取組が理解され、広く支持されていました。 
• 保護者・児童の評価では、「道徳・心の教育」「教育相談」「いじめ対応」「児童理解」につい
て、教師と児童、また教師と保護者の間で、相互理解を深めるための対話や、児童に寄り
添った支援・指導を求められていることが分かりました。 

• 中間評価と比較すると、家庭学習に対する児童の前向きな姿勢に大きな変化（＋10pt）が
ありました。 

3. 改善の方向性 
課題 改善策 

教育相談体制の周知 
〇組織的な相談体制の周知 
〇タブレットを利用した「心のアンケート」の実施 

いじめ・問題対応 

〇児童が安心して過ごせる環境づくり 
・教職員が自らの人権感覚と教育的愛情を見つめ直し、より
高めていくこと。 
・「心のアンケート」、教育相談等による児童理解・支援 
・保護者への丁寧な説明や面談、PTA及び保護者との連携、
外部機関との連携 
・ペア・トリオ学習及び学び合い・話合い活動の推進 

家庭学習の習慣化 
〇宿題内容及び指導・支援の工夫 
〇タブレット利用による個に応じた学習の充実 

働き方改革の理解 
〇保護者への目的の説明（学校便り） 
〇PTAからの意見を取り入れた協力体制及び改善策の検討 


